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研究要旨 

高齢者がん診療ガイドライン策定に必要な基盤整備をするにあたって、高齢がん患者における、が

んのリハビリテーション診療のあり方（正しい知識の普及・人材育成・提供体制の整備・研究の促進）

を検討することを目的とし、モデル事業として開始された「プレフレイル高齢大腸がん患者のための

臨床的提言（PCO）」においては、支持・緩和医療ワーキンググループに所属し、リハビリテーション

のセクションを担当、策定作業を実施した。 

さらに、厚生労働科学研究費補助金 (がん対策推進総合研究事業)がんリハビリテーションの均てん

化に資する効果的な研修プログラムの策定のための研究（研究代表：辻哲也）においては、グループ

ワークを実施し提言をまとめた。日本がんリハビリテーション研究会においては、がんのリハビリテ

ーション診療ガイドライン第 2 版（2019 年 6 月刊行）に準拠した医療者向けの実践本である｢がんの

リハビリテーション診療ベストプラクティス 第 2版｣を 2020年 11月に刊行、その中で、｢高齢がん患

者の評価、どんな方法で行うのか？｣を掲載し、高齢がん患者のリハビリテーション診療の知識向上の

一環とした。

Ａ．研究目的 

高齢者がん診療ガイドライン策定に必要な基盤

整備をするにあたって、高齢がん患者における、

がんのリハビリテーション診療のあり方（正しい

知識の普及・人材育成・提供体制の整備・研究の

促進）を検討することを目的とした。 

Ｂ．研究方法

診療ガイドライン策定にあたって、モデル事業

として開始された「プレフレイル高齢大腸がん患

者のための臨床的提言（PCO）」において、支持・

緩和医療ワーキンググループに所属、リハビリテ

ーションのセクションを担当、策定作業実施した。 

Ｃ．研究結果 

・複数の会議への参加を通して、がん医療やがん

リハビリテーションに携わる有識者の意見を聴

くことで、診療ガイドライン策定を行う上での

重要な知見を得た。

1)班会議（1月16日）への参加

がん医療に携わる多方面の専門家から構成され

る班員との意見交換を行い、がんリハビリテー

ション医学・医療の専門の立場から発言を行い、

コンセンサスを得た。

2)高齢者のがんを考える会議 4（11月 28日）への

参加

高齢者医療全般に携わる多方面の専門家との意

見交換を行った。

3)WG合同症例検討会（6月 19日）への参加

WG メンバーに就任し、高齢者がん医療に携わる

多方面の専門家から構成される委員との意見交

換を行った。 

・モデル事業として開始された「プレフレイル高

齢大腸がん患者のための臨床的提言（PCO）」に

おいては、支持・緩和医療ワーキンググループ

に所属し、リハビリテーションのセクションを

担当、策定作業を実施、成果物は論文として大

腸肛門学会誌に投稿中である。

CQ２

プレフレイルな高齢大腸癌患者に対して、

オキザリプラチン含む抗がん薬を施行する

（している）場合、配慮すべきことは何か？

A２

オキザリプラチンによる末梢神経障害は発

症後の有効な対処法として推奨されるもの

がないため、身体機能の客観的評価を経時

的に行い、重篤化する前から身体機能の維

持・向上による転倒リスク低減を行う。

WG全員： 構想、最終承認  

辻, 華井, 石黒：情報収集、分析、解析、草稿作

成、批判的修正 

・厚労省研 (がん対策推進総合事業)がんリハビリ

テーションの均てん化に資する効果的な研修プ

ログラムの策定のための研究（研究代表：辻哲

也）においては、2020年度にがん医療に携わる

多方面の専門家が参加し、2回の意見交換会を実

施、その中で、高齢がん患者のリハビリテーシ
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ョン診療のあり方についても議論を行った。そ

の成果を、｢がんのリハビリテーション医学・医

療のあり方｣として提言をまとめた。 

 

・日本がんリハビリテーション研究会においては、

がんのリハビリテーション診療ガイドライン第

2版（2019年6月刊行）に準拠した医療者向けの

実践本である｢がんのリハビリテーション診療

ベストプラクティス 第2版｣を2020年11月に刊

行、その中で、｢高齢がん患者の評価、どんな方

法で行うのか？｣を掲載し、高齢がん患者のリハ

ビリテーション診療の知識向上の一環とした。 

 

 Ｄ．考察 

高齢者がん診療指針策定に必要な情報と解析が

行われ、がん治療は可能だが標準的な治療は困難な

prefrailが多数おり、そのマネジメントにおいては、

リハビリテーションアプローチが重要であること

が分かった。 

その課題克服に向けて、診療ガイドライン作成委

員会において、がんリハビリテーションの観点から、

議論をさらに進めていくことが適切であると考え

られた。 

 

Ｅ．結論 

エビデンスの少ない高齢者のがん診療において

診療ガイドラインを作成していくには、様々な調

査、Q＆A集の作成およびモデル事業における臨床

的提言を公開することにより、その方向性を明ら

かにしていく必要がある。 
その一環として、今回、大腸がんを対象とした

臨床的提言を作成し、高齢者のがん診療における

リハビリテーションアプローチの重要性を明らか

にした。 
引き続き、診療ガイドライン策定に至るプロセ

スの中で、がんのリハビリテーション診療の意

義・役割や効果、具体的な取り組みの内容を反映

させていくことが必要とされる。 
 

Ｆ．健康危険情報 
  なし 
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2. 学会発表 
1) Tsuji T. The Front Line of Cancer 
Rehabilitation in Japan: Current status and 
Future Issues. 招待講演. 7th Asia-Oceanian 
Conference of Physical & Rehabilitation 
Medicine (AOCPRM2020). 2020年7月17日 Web開催
（ライブ）. 
2) 辻哲也. 心リハチームに必要な“がんリハ”の
基礎知識. シンポジウム 腫瘍循環器疾患の拡が
りとCardio-Oncology Rehabilitation (CORE). 第
256回日本循環器学会関東甲信越支部地方会. 
2020年7月20日～26日 Web開催（ライブ）. 
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3) 辻哲也. がん患者のリハビリテーション. 講義. 
認定看護師教育課程 専門科目 緩和ケア分野 が
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応を中心に-. 特別講演. 第57回日本リハビリテー
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回日本リハビリテーション医学会秋季学術大会. 
2020年11月21日 神戸国際会議場 兵庫県神戸市
（ライブ）. 
11) 辻哲也. がんのリハビリテーション診療. 講演.  
日本リハビリテーション医学会 認定臨床医 資格
取得講習会. 2020年11月22日 Web開催（オンデマ
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3. 書籍 
1) 辻哲也・他: がんのリハビリテーション診療ベ
ストプラクティス 第2版. 日本がんリハビリテー
ション研究会 (編). 2020年11月. 金原出版. 全3
00ページ. 
2) 辻哲也: がんリハビリテーション. 看護学テキ
ストNiCEがん看護 様々な発達段階・治療経過にあ
るがん患者を支える. 鈴木久美, 林直子, 佐藤ま
ゆみ. 2021年1月. 南江堂. 48-51. 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 

 
 2. 実用新案登録 
 なし 
  
 3.その他 
 なし        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


